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３
月

日
、
三
陸
沖
を
震
源
と

１１

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の

国
内
観
測
史
上
最
大
級
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
宮
城
県
栗
原

市
で
震
度
７
を
観
測
し
た
ほ
か
、

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨

城
県
、
栃
木
県
で
震
度
６
強
を
観

測
す
る
な
ど
広
い
範
囲
で
強
い
揺

れ
を
観
測
し
ま
し
た
。

期
消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・

救
助
、
情
報
の
収
集
や
避
難
所
の

運
営
と
い
っ
た
役
割
が
あ
り
ま
す
。

東
海
地
震
で
予
想
さ
れ
る
よ
う

な
広
範
囲
の
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
、
警
察
、
町
な
ど
の
行

政
機
関
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
住
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
一

員
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
日
ご
ろ

か
ら
、地
域
の
皆
様
が
一
緒
に
な
っ

て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

自
ら
の
地
域
を
皆
で
守
れ
る
よ

う
、地
域
内
で
の
連
携
を
深
め
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

津
波
警
報
や
注
意
報
は
、
次
表

の
と
お
り
、
予
想
さ
れ
る
波
の
高

さ
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
陸
上
に
駆
け
上
が
っ

発
型
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

各
自
主
防
災
会
で
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
訓
練
へ
参
加

し
、
地
震
発
生
時
・
発
生
後
の
自

分
の
行
動
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

東
海
地
震
の
よ
う
な
大
き
な
地

震
か
ら
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

備
え
て
、
普
段
か
ら
十
分
な
対
策

が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
ひ
と
た
び
大
地
震
が

発
生
す
る
と
、
災
害
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
個
人
や
家
族
の
力

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
危
険
や

困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
地
域
ぐ
る

み
で
災
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
活
動
す
る
の
が
自
主
防
災
組
織

で
す
。
自
主
防
災
組
織
に
は
、
初

ま
た
、
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に

高
い
津
波
を
観
測
し
、
特
に
東
北

地
方
か
ら
関
東
地
方
で
は
、
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
地
震
で
は
、
静
岡
県
沿
岸

に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
松

崎
町
に
お
い
て
も
、
沿
岸
部
の
地

区
を
対
象
に
避
難
勧
告
を
発
令
し

ま
し
た
。
幸
い
に
も
松
崎
町
で
は
、

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

テ
レ
ビ
で
見
る
津
波
の
映
像
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

静
岡
県
に
お
い
て
も
、
東
海
地

震
の
切
迫
性
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
ず

自
分
の
身
を
守
る
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

９
月
１
日
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
予
知
な
く
突
然
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
突

た
津
波
に
は
、

丶
程
度
で
も
人

５０

が
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る
ほ
ど

の
強
い
力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
形
に
よ
り
、
予
想
さ

れ
た
高
さ
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
津
波
注
意
報
を
聞
い
た

と
き
に
は
、
海
岸
に
近
付
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
警
報
や
大
津
波
警
報
を
聞

い
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
高
台
な

ど
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

地
区
住
民
全
員
が

自
主
防
災
組
織
の
一
員

津
波
警
報
・
津
波
注
意
報
が

発
表
さ
れ
た
ら

津波被害を受けた岩手県山田津波被害を受けた岩手県山田町町

想定される高さ注意報・警報

０．５ｍ程度津波注意報

１～２ｍ程度津 波 警 報

３ｍ程度～大津波警報

津波による注意報・警報の基準
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緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

場
合
や
、
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た

場
合
に
取
る
べ
き
行
動
は
、
そ
の

と
き
自
分
が
い
る
場
所
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
適

切
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
は

・
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机
の
下

な
ど
に
隠
れ
、
落
下
物
や
倒
壊

物
か
ら
身
を
守
る
。

・
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
ず
、
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
た
こ
と
を
確
認

し
、
避
難
す
る
。

・
無
理
を
し
て
火
を
消
そ
う
と
し

な
い
。

●
屋
外
で
は

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
れ
そ
う

な
も
の
か
ら
離
れ
る
。

・
看
板
や
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
離
れ
る
。

・
丈
夫
な
ビ
ル
の
そ
ば
に
い
る
場

合
は
、
ビ
ル
の
中
に
入
る
。

●
自
動
車
運
転
中
で
は

・
慌
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な

い
。

・
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、

周
り
の
車
に
注
意
を
促
す
。

・
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
、
緩
や

か
に
速
度
を
落
と
す
。

●
山
や
が
け
付
近
で
は

・
落
石
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
そ

う
な
斜
面
か
ら
離
れ
る
。

●
人
の
大
勢
い
る
と
こ
ろ
で
は

・
係
員
の
指
示
に
従
う
。

・
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る
。

・
割
れ
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
る

棚
か
ら
離
れ
る
。

・
慌
て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い
。

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は

・
最
寄
り
の
階
に
停
止
さ
せ
、
す

ぐ
に
降
り
る
。

●
鉄
道
や
バ
ス
乗
車
中
で
は

・
つ
り
革
、
手
す
り
に
し
っ
か
り

つ
か
ま
る
。

災
害
は
、
家
族
が
一
緒
に
い
る

と
き
に
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
い
る
と
き
発

生
し
た
災
害
に
備
え
て
、
安
否
の

確
認
方
法
、
集
合
場
所
な
ど
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平
成

年
８
月
１
日
現
在
で
、

２３

松
崎
町
が
備
蓄
し
て
い
る
資
機
材

は
下
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

場
所
に
よ
っ
て
違
う

身
の
守
り
方

家
族
で

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

松
崎
町
の
備
蓄

合計バス車庫岩科水防旧三小旧岩小旧中小道部松高単位品 名

7410555427張り防災テント

721121台ろ水機

511111台発電機（大）

11台発電機（小）

1,44460100100741,110枚真空パック毛布

711212個メガホン

1022222台大型炊出し器

211台移動式炊飯器

2455554台簡易トイレ

511111台障害者用仮設トイレ

6868個ワンタッチトイレ

7272個プラスチックトイレ

5,4005,400枚サニータ用スペア袋

250250本脱臭剤（液体）

1,8001,800枚
非常用トイレ LEC
排泄物収納袋

45510101010缶スミコン

41111台コードリール

1632317台投光器

合計バス車庫岩科水防旧三小旧岩小旧中小道部松高単位品 名

511111個燃料タンク（大）

511111個燃料タンク（小）

22台折り畳み寝台

106106個訓練用消火器

400400枚土のう袋

3030本丸太

11,9861,0007,2001,2001,0001,586食非常用備蓄食料

144144枚乳児用紙おむつＳ

120120枚乳児用紙おむつＭ

204204枚乳児用紙おむつＬ

960960枚大人用紙おむつ

523台車載式給水容器（2ｔ）

22台移動式照明

511111台チェーンソー

1,10464260190180200210枚ブルーシート

33巻白ロープ

33巻トラロープ

4112セット救護所用医療式材

防 災 倉 庫 備 蓄 資 機 材 一 覧 表
平成23年8月1日現在
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○
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
も
有
効
期
限
が
「
平
成

年
７
月

日
」
ま
で
と
な
っ
て

２３

３１

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
昨
年
度
と
同

様
に
自
動
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
対
象
の
方
に
は
、

保
険
証
と
一
緒
に
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
し
、
保
険
証

の
封
筒
に
同
封
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
減
額
認
定
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成

年
８
月
１
日
か
ら
後
期

２３

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険

証
は
、
有
効
期
限
が
「
平
成

年
２３

７
月

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３１
こ
の
た
め
、
現
在
使
用
し
て
い

る
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
保
険
証
は
、

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

８
月
よ
り
お
使
い
い
た
だ
く
保

険
証
は
、
表
面
の
色
が
「
藤
色
」

と
な
り
、
７
月
中
旬
に
被
保
険
者

の
皆
様
に
黄
色
の
封
筒
で
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
し
、
保
険
証
が
お
手
元
に
届

い
て
い
な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容

に
間
違
い
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

平
成

年
中
の
所
得
を
も
と
に

２２

決
定
し
、
８
月
中
旬
に
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
で
に
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）
に
よ
り
保
険
料
を

４
月
以
降
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
場
合
で
も
、
改
め
て
９

月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
か
ら
６
カ
月
間
は
、

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
（
納
付
書

で
の
窓
口
払
い
ま
た
は
口
座
振
替
）

と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
送
ら

れ
て
く
る
納
付
書
を
持
っ
て
、
お

近
く
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
除
く
）
ま
た
は
松
崎
町
役
場

に
て
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振
替

と
な
っ
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
も
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
後
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

制
度
加
入
後
６
カ
月
を
経
過
す

る
と
、
年
金
額
が
年
間

万
円
以

１８

上
の
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が

年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
な
い
場

合
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法
が
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
）
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

所
得
が
少
な
い
な
ど
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
次
の
制
度
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

☆
免
除
制
度

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所

得
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一

部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

☆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

歳
未
満
の
方
に
限
り
、
保
険

３０
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
本
人

や
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て
審
査

さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

各
種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
期

間
中
、
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
審

査
さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

☆
特
例
免
除

配
偶
者
、世
帯
主
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
ま
す
。
失
業
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇
用
保
険

受
給
者
証
や
離
職
票
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

免
除
・
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
て
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

（

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

１０
て
納
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。）
ま

た
、
免
除
・
猶
予
・
特
例
の
す
べ

て
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
や
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
猶
予
に
つ
い
て
は

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
出
張
年
金
相
談
に
つ
い
て
》

年
金
の
請
求
や
加
入
記
録
、
そ

の
他
年
金
に
関
す
る
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
本
人
以
外

（
家
族
で
も
）
の
相
談
に
は
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時

９
月

日

（
木
）

２２

午
前

９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

午
後

１
時
～
２
時

会
場

環
境
セ
ン
タ
ー

研
修
室

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

（
対

象
）

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

被
保
険
者
の
方

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

保保保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

保保
険
証
の
更
新
に
つ
い

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
てて
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静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
お
も

て
な
し
大
賞
２
０
１
１
の
表
彰
式

が
、
６
月

日
（
水
）、
静
岡
市
の

２９

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
行
わ
れ
、

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
連
絡
協
議

会
が
主
催
し
、
松
崎
町
実
行
委
員

会
に
よ
り
昨
年

月

・

日
に

１０

２２

２３

開
催
さ
れ
た
「
第

回
全
国
棚
田（
千

１６

枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
」
が
最
優
秀
賞

で
あ
る
静
岡
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
お
も

て
な
し
大
賞
と
は
、
県
内
で
開
催

さ
れ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
大
規

模
な
催
し
）
の
中
で
、「
静
岡
県

（
地
域
）
な
ら
で
は
」
の
優
れ
た

企
画
や
演
出
が
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
を
表
彰
し
、
広
く
県
内
外
に

紹
介
、
奨
励
す
る
こ
と
で
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
開
催
地
と
し
て
の
静
岡

県
の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
す
る

も
の
で
す
。

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
町
・
県

職
員
、
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
高
校
生
が
受
付
、
案
内
、
誘

導
を
行
い
、
参
加
者
を
お
出
迎
え

し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、聖
和
保
育
園
リ
ー

ド
鼓
隊
の
演
奏
、
松
崎
小
学
校
２

年
生
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
披
露
に

始
ま
り
、
静
岡
県
知
事
の
基
調
講

演
、
事
例
発
表
、「
棚
田
保
全
」

「
生
態
系
保
全
」
な
ど
特
色
の
あ

る
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
で
は
、
地
元
の

食
材
を
使
っ
て
調
理
し
た
料
理
や

松
崎
ブ
ラ
ン
ド
品
の
提
供
、
伊
豆

松
崎
牛
原
太
鼓
の
演
奏
や
石
部
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
悪
魔
払
い

の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
バ
ス
に
添
乗
し
案
内
を

行
う
と
と
も
に
、
お
も
て
な
し
所

に
は
、
伊
勢
海
老
の
味
噌
汁
や
ト

コ
ロ
テ
ン
、
オ
リ
ー
ブ
茶
が
用
意

さ
れ
、
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
道
路
沿
い
に
は
、
地

域
の
方
が
農
具
や
木
製
の
樽
に
寄

せ
植
え
し
た
花
を
飾
る
と
と
も
に
、

地
区
の
人
た
ち
が
小
旗
を
振
っ
て

参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

記
念
品
は
、
小
・
中
学
生
が
総

合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
作
製

し
た
「
い
づ
こ
い
し
」
や
、
石
部

地
区
の
女
性
会
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
皆
様

が
作
製
し
た
布
製
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
、
松
崎
な
ら
で
は
の
手
づ
く
り

の
品
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
町
民
一
丸
と
な
っ
た

き
め
細
か
な
お
も
て
な
し
や
、地
産

地
消
を
体
感
で
き
る
飲
食
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
り
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

松
崎
町
の
冬
を
代
表
す
る
特
産

品
で
あ
る
川
ノ
リ
の
養
殖
に
取
り

組
む
有
志
グ
ル
ー
プ
「
松
崎
花
と

ロ
マ
ン
の
里
研
究
会
」
が
、
地
下

海
水
を
使
っ
た
松
崎
産
川
ノ
リ
の

陸
上
養
殖
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

同
研
究
会
は
、
昨
年
３
月
か
ら

川
ノ
リ
の
陸
上
養
殖
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
開
始
し
、
ス
ジ
ア
オ

ノ
リ
の
養
殖
を
先
駆
的
に
行
っ
て

い
る
高
知
県
室
戸
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
養

殖
技
術
を
研
究
開
発
し
た
高
知
大

学
の
平
岡
准
教
授
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
町
内
で
の
養
殖
実
験
を

開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
直
径
５
丱
程
度
の

種
藻
を
収
穫
可
能
な

倍
以
上
に

２０

成
長
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
が
、
そ
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

２
月
に
無
菌
状
態
に
近
い
地
下
海

水
で
の
養
殖
施
設
に
切
換
え
養
殖

を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

今
後
は
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る

川
ノ
リ
を
夏
の
高
温
期
以
外
の
通

年
に
わ
た
り
、
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
料
理
店

や
民
宿
の
料
理
で
使
っ
て
い
た
だ

き
、観
光
客
へ
の
認
知
度
を
高
め
、

雇
用
創
出
や
地
域
活
性
化
の
期
待

が
か
か
る
新
産
業
化
に
向
け
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
お
も
て
な
し
大
賞
２
０
１
１

第

回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ
ト
が

１６
最
優
秀
賞（
静
岡
県
知
事
賞
）を
受
賞

表彰を受ける齋藤町表彰を受ける齋藤町長長

川川川
ノ
リ
の
陸
上
養
殖
成
功

松
崎
花
と
ロ
マ
ン
の
里
研
究
会

川川
ノ
リ
の
陸
上
養
殖
成

川
ノ
リ
の
陸
上
養
殖
成
功功

成長した川ノリを披露する伊東代成長した川ノリを披露する伊東代表表
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－

俳

句－

土

屋

君

子

細

田

光

代

橋

栄

美

山
本
智
恵
子

堀

岡

洋

子

岡

村

芳

子

杉
山
安
紀
子

橋

百

代

病
な
ど
気
に
せ
ぬ
や
う
花
柄
の
衣
に
け
ふ
は

身
を
ま
と
ひ
た
り

手
づ
く
り
の
立
ち
雛
を
今
年
も
か
ざ
り
た
り

河
津
桜
を
ひ
と
枝
そ
へ
て

わ
が
悩
み
な
ど
小
さ
く
な
り
た
り
震
災
の
人
ら

遠
く
よ
り
思
ひ
て
を
れ
ば

災
難
の
多
き
こ
の
弥
生
梅
の
実
の
小
さ
き
が
見
え
て

こ
こ
ろ
救
は
る

時
折
に
雨
戸
を
な
ら
し
ゆ
く
風
に
娘
か
ら
の

電
話
つ
い
長
く
な
る

朝
の
陽
の
差
し
こ
む
階
段
と
ん
と
ん
と
事
務
所
に

下
り
る
光
を
踏
み
て

想
ひ
出
の
た
く
さ
ん
つ
ま
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
差
し
出
せ
る

子
ら
の
潔
し
と
思
ふ

網
を
案
じ
船
を
案
ず
る
こ
と
も
な
く
の
う
の
う
と

し
て
ひ
と
り
風
の
夜

イベント・催し紹介

○岩地・雲見海岸花火大会

【日時】 ８月１５日（月）

午後８時３０分から
○灯ろう流し

【日時】 ８月１６日（火）

午後７時から

【場所】 ときわ大橋周辺
○松崎海岸花火大会

【日時】 ８月１６日（火）

午後８時から

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
機
会
が
多

い
郵
便
事
業
株
式
会
社
沼
津
支
店

と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
伊
豆
支

店
の
２
事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
両
社

の
配
達
員
は
業
務
の
中
で
、
高
齢

者
宅
を
訪
問
す
る
際
に
、「
郵
便
物

が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
」、「
洗
濯

物
が
何
日
も
干
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
な
い
か
」
な
ど
を
確
認
し
、

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
へ
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
す
。

連
絡
を
受
け
た
町
は
、
状
況
に

応
じ
て
訪
問
確
認
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
早
期
に
高
齢
者
へ
の
必

要
な
支
援
に
結
び
付
け
て
い
き
ま

す
。

松
崎
町
は
現
在
、
県
内
で
４
番

目
に
高
い
高
齢
化
率
（

・
５
舒
）

３６

と
な
り
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
繋
が
り
が

希
薄
化
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
も
高
齢
者
の

事
故
、
事
件
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
見
守
り
体
制

の
構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

７
月

日
（
火
）、
八
代
さ
ん
の

２６

自
宅
を
齊
藤
町
長
が
訪
問
し
、
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

齊
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
八
代
さ
ん
は
、「
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
だ
い
ぶ
長
生
き
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」
と
笑
顔

で
元
気
良
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

山
本

八
代
さ
ん
（
小
杉
原
）

や

よ

（
明
治

年
７
月

日
生
）

４４

２０

ふるさと納税への
ご協力ありがとう
ございました

昨年度に引き続き、下記の方たち

からふるさと納税をしていただきま

した。

○山本 陽茂 様（東京都在住）
はる しげ

○萩 原 様（東京都在住）

ありがとうございました。

「
高
齢
者
世
帯
を
見
守
り
ま
す
」

高
齢
者
見
守
り
に
関
す
る
協
定
書
締
結

協協定を締結し、握手を交わ協定を締結し、握手を交わすす
齋藤町長と協力事業齋藤町長と協力事業者者

１
０
０
歳
の
お
祝
い
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人
が
集
え
る
松
崎
新
港
へ

松
崎
新
港
は
、
約

年
前
か

２０

ら
旅
客
船
就
航
や
石
材
な
ど
の

積
出
港
、
西
伊
豆
地
区
の
防
災

港
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

を
目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、

昨
年

月
に
供
用
開
始
さ
れ
ま

１１

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
経

済
動
向
の
悪
化
で
旅
客
船
就
航

は
実
現
が
極
め
て
難
し
く
な
り
、

現
在
で
は
、
石
材
運
搬
船
の
み

が
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で

は
、
新
港
湾
利
用
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
地
域
活
性
化
や

防
災
強
化
に
向
け
た
利
用
方

法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

防
災
施
設
と
し
て
の
活
用

松
崎
新
港
は
、
大
型
船
の

就
航
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ

て
い
る
た
め
、
災
害
が
発
生

し
、
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ

り
地
区
が
孤
立
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
自
衛
隊
な
ど
に

よ
る
海
上
か
ら
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
駐
車
場
や
公
園
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
が
可

能
で
、
空
か
ら
の
支
援
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
時

の
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
へ
の
活
用

新
港
湾
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
策
と
し
て
、
５
月
の
連
休

期
間
に
、
松
崎
新
港
を
県
か
ら

借
り
受
け
、
防
波
堤
の
試
験
開

放
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
試
験
開
放
の

結
果
を
踏
ま
え
、
通
年
開
放
へ

向
け
、
国
や
県
へ
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
夏
は
、
観
光
協

会
が
主
体
と
な
っ
て
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
会
と
船
に
よ
る
海

ホ
タ
ル
観
賞
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
９
月
か
ら
は
、
船

に
よ
る
海
上
か
ら
の
ジ
オ
パ
ー

ク
見
学
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
松
崎
新
港
を

活
用
し
、多
く
の
人
に
松
崎
新

港
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

今
後
も
、
松
崎
新
港
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯20

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
７/２

伊豆松崎海まつり

松崎海岸では、海上安全祈願式終了後に松
崎町観光協会主催の「伊豆松崎海まつり」が
開催され、約６０組の親子が参加し、ビーチフ
ラッグやソリレースの競技を楽しみました。

７/14
天王祭

松崎地区では、地区内の厄除けや五穀豊穣、
家内安全などを祈願する天王祭が行われ、地区
の幅広い年代の方が参加して、「サンゲ、サン
ゲ」と唱えながら地区内を練り歩きました。

7/17

雲見温泉無料サザエ狩り

雲見海岸では、毎年恒例のサザエ狩りが開催
され、１，０００人を超える来場者は合図とともに波
打ち際にまかれた３００安、約３，０００個のサザエを、
一斉に拾い集めました。

7/18

第27回松崎海洋センター水泳大会

松崎海洋センターでは、水泳大会が開催され、
町内の小学生７７人が出場しました。選手は、学
年別に平泳ぎや背泳ぎ、自由形などの種目で練
習の成果を発揮しました。



夏
本
番
を
迎
え
、
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
気
温
が
上
が
り
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
こ
と
や
、
酷
暑

で
体
力
が
消
耗
し
、抵
抗
力
が
減
退
す
る
こ
と
が
、

夏
季
の
食
中
毒
発
生
の
主
な
要
因
で
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
飲
食
店
で
の
食
事
が
原
因

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し

ま
す
。

吐
き
気
や
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
の
症
状
が
出
た

ら
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
に
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
が
付
着
し

て
い
て
も
、
味
も
に
お
い
も
変
わ
ら
な
い
の
が
食

中
毒
の
怖
さ
で
す
が
、
簡
単
な
予
防
方
法
を
き
ち

ん
と
守
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
。

き
ち
ん
と
守
っ
て
安
全
に
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

●
手
を
よ
く
洗
う

手
か
ら
食
品
に
細
菌
が
感
染
し
な
い
よ
う
、
ト

イ
レ
の
後
、
調
理
前
、
食
事
前
な
ど
に
十
分
に
手

を
洗
い
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
清
潔
な
タ
オ
ル
で

拭
き
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
を
よ
く
洗
う

野
菜
や
魚
介
類
な
ど
は
流
水
で
て
い
ね
い
に
洗
っ

て
か
ら
調
理
す
れ
ば
、
食
品
に
付
い
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
細
菌
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
十
分
に
加
熱
す
る

火
を
通
す
べ
き
食
品
は
し
っ
か
り
加
熱
し
、
細

菌
を
殺
し
ま
し
ょ
う
。
肉
類
な
ど
は
中
ま
で
十
分

に
火
を
通
し
、
加
熱
し
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
食

べ
、つ
く
り
置
き
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８９４人（－１１人）

男 ３，７３２人（－８人）

女 ４，１６２人（－３人）

世帯数 ３，１３６戸（－５戸）

転 入 １２人 転 出 １５人

出 生 ６人 死 亡 １４人

（平成２３年６月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （±０）

物損事故 ７件 （－２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （±０）

8
月
は
食
中
毒
防
止
月
間
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
八
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

六

七

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年６月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

善 則70土 屋 信 有江奈３

松 争91山本イトエ池 代

ひ ろ 子101齋 藤 つ や岩 地

大 介62関 ともよ北 区

高橋成典62窓 文 明中 区

野木沼繁代71肥 田 博 旻那 賀

靖51窓 毅石 部

た け 子79須 田 勇江奈１

清 美71山 本 信宮 内

邦 博68後藤美知惠八木山

あ さ み47馬 場 健 治江奈１

と よ 子71土 田 辰 夫江奈３

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（６６月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

石 川 明女莉 々 子
り り こ

櫻 田

村 田 鎮男悠 真
はる ま

那 賀

伊 藤 宇 司男玲 央 名
れ お な

宮 内

松 岡 俊 介女葉 路
は ろ

八木山

岡 部 良 和男凌
りょう

也
や

金 沢

小 鹿 友 希女環
たまき

江奈４

おめでとうございます（出生）

安
曇
地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は

町
会
単
位
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

大
野
川
だ
け
は
鈴
蘭
と
白
骨
を
含

ん
だ
範
囲
に
住
む
対
象
者
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
単
位
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は

役
員
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
組

織
の
運
営
や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
務

は
、
合
併
直
後
も
引
き
続
き
支
所

の
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
地
区
と
足
並
み
を
揃
え

る
た
め
平
成

年
か
ら
社
会
福
祉

２０

協
議
会
の
安
曇
地
区
セ
ン
タ
ー
に

移
管
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
連
合
会
の

事
業
に
携
わ
れ
る
職
員
が
減
り
、

自
主
運
営
へ
の
移
行
も
推
進
さ
れ

た
た
め
、
役
員
に
か
か
る
負
担
も

増
え
、
事
業
の
開
催
が
縮
小
さ
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
広
範
囲
を
移

動
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に

と
っ
て
、
離
れ
た
町
会
に
住
む
仲

間
と
定
期
的
に
会
う
こ
と
が
で
き

る
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
貴
重
な
も
の

に
な
っ
て
お
り
、
毎
回

～

人

５０

１００

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

安
曇
地
区
の
絆
を
残
す
た
め
に
継

続
を
望
む
声
も
多
い
よ
う
で
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
炉
端
の

集
い
）
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４
月

総

会

５
月

市
外
研
修

７
月

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修

月

安
曇
支
所
長
講
話
会

１０
月

ク
リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会

１２（
安
曇
支
所

奥
原
一
郎
）

高齢者クラブ連合会

市外研修の様子

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

高高高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
のの

市
外
研
修
が
行
わ
れ
ま

市
外
研
修
が
行
わ
れ
ま
しし
た
。
た
。


